
Web記帳業務支援システム　クライアントセットアップツール

 .NET Framework 3.5 を有効化する手順

クライアントセットアップツールの実行時に、 .NET Framework 3.5の有効化に失敗した場合、

以下の手順により有効化を行ってください。 

【注意！】この手順を行うには、「Windows10のインストールメディア」が必要になります。

■ 操作手順

① Windows10のインストールメディアをDVD/CDドライブに挿入します。

② スタートメニューを開き、[Windowsシステムツール]の中にある[コマンドプロンプト]を

右クリックし、[その他]-[管理者として実行]をクリックします。
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③ 以下の画面が表示されましたら、「はい」ボタンをクリックします。

その後、簡太郎が自動で終了します。

コマンドプロンプトが開きます。

④ 以下のコマンドを入力して、Enterキーを押下します。

Dism/online/enable-feature/featurename:NetFx3/All

 /Source:D:¥sources¥sxs /LimitAccess

※D（赤字）には、お使いのPCに接続されているDVD/CDドライブの

　ドライブレターを入力してください。（上記はDドライブの場合を例としています。）

.NETFramework3.5の有効化が開始されます。

インストールには、数分程度かかる場合があります。

⑤ 「操作は正常に完了しました。」と表示されましたら、右上の「×」をクリックし、

画面を閉じて終了してください。
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⑥ コンピュータを再起動してください。

⑦  .NET Framework 3.5の有効化は完了となりますので、

コンピュータの再起動後、再度クライアントセットアップツールを実行してください。

－ 以上 －
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